
津波被災地

・
　
国
際
貢
献
活
動
に
対
す
る

理
解
を
深
め
る
「
国
際
救
援

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
（
岡
山
県
、

公
設
国
際
貢
献
大
学
校
主

催
）
が
十
二
日
、
岡
山
市
奉

還
町
の
岡
山
国
際
交
流
セ
ン

タ
ト
で
開
か
れ
た
。
ス
マ
ト

E圖涵il服●２００ち年(ｴk

季斤

　　-
刄象･ぶ

岡
山
で
国
際
貢
献
シ
ン
ポ

ラ
沖
地
震
に
伴
う
津
波
被
災

地
で
の
活
動
報
告
な
ど
を
通

じ
て
、
出
席
者
が
国
境
を
超

え
た
支
援
の
必
要
性
を
あ
ら

た
め
て
確
認
し
た
。

　
ス
リ
ラ
ン
カ
の
カ
ル
ナ
テ

ゴ
フ
カ
・
ア
ム
ヌ
ガ
マ
特
命

全
権
大
使
が
「
二
言
世
紀

に
お
け
る
日
本
の
役
割
」
を

テ
ー
マ
に
基
調
講
演
し
た
。

　
大
使
は
、
ア
ジ
ア
の
紛
争

地
域
で
の
治
安
回
復
、
人
道

支
援
な
ど
を
例
に
挙
げ
な
が
・

ら
石
本
は
目
に
見
え
る
悍

四
則
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ

た
」
と
高
く
評
価
。

　
資
金
援
助
を
は
じ
め
と
す

に
　
こ
ノ
し
プ
ダ
て
征
路

地
支
援
に
あ
た
っ
て
い
る
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
大
部
分
は
日
本
の
団

体
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
日
本
の
市
民
社
会
が
挙

げ
た
成
果
だ
」
と
述
ぺ
た
。

　
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア津波被災地での支援活動報告などが行われ

た「国際救援シンポジウム」

Ａ
ｙ
Ｅ
Ａ
辺
恪
守
ヌ
温
良
庖

に
よ
る
活
動
報
告
で
は
「
相

手
の
文
化
を
尊
重
す
る
こ
と

が
大
切
」
　
「
救
援
活
動
の
経

験
を
将
来
に
生
か
さ
な
く
て

は
い
け
な
い
」
な
ど
と
い
っ

た
意
見
が
相
次
い
だ
。

　
外
務
省
や
同
県
、
県
国
際

団
体
協
議
会
な
ど
に
よ
る
津

波
の
被
災
地
支
援
活
動
の
紹

介
が
あ
り
、
「
国
際
的
な
人

道
支
援
活
動
の
輪
を
広
げ
、

国
際
社
会
の
安
寧
に
貢
献
す

る
」
こ
と
を
う
た
っ
た
「
岡

山
宣
言
」
を
採
択
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
席
上
、

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
マ
ニ
パ
ー
ル

　
孚
ン
ド
）
、
ハ
サ
ヌ
デ
ィ

ン
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
の
両

大
学
が
、
緊
急
救
援
活
動
や

医
学
交
流
、
人
材
育
成
な
ど

で
協
力
体
制
を
つ
く
る
た
め

の
協
定
調
印
式
が
行
わ
れ

た
。
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